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研究成果の概要（和文）：本研究では、ロープを用いて豚から口腔液を採材する手法を確立した。また、咳やく
しゃみの呼吸器症状の臨床スコアを評価し、各病原体と臨床症状の関連性を調べた。豚インフルエンザウイルス
(SIV)の分離を試みたところ、H1N1亜型とH1N2亜型のSIVをそれぞれ1株分離に成功し、2株のH1N2亜型のSIV遺伝
子が検出された。咳の臨床スコアが上昇する直前にSIV遺伝子が検出されたことから、SIVが早期の呼吸器症状の
原因となり得ることが示唆された。 SIVの様々な系統のウイルスに対する中和抗体価を測定したところ、保有す
る抗体の種類や抗体価の違いから、複数のSIVが1農場で流行することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We established a method for collecting oral fluids from pigs using ropes. We
 also evaluated the clinical scores of respiratory symptoms such as coughing and sneezing, 
investigating the relationship between various pathogens and clinical symptoms. In this study, swine
 influenza viruses (SIVs) of H1N1 and H1N2 subtypes were isolated, and two H1N2 subtype SIVs were 
detected. The detection of SIV genes just before the clinical score for coughing increased suggests 
that SIV may be a cause of early respiratory symptoms. Measuring the neutralizing antibody titers 
against various strains of SIV revealed that different types and levels of antibodies were present, 
indicating that multiple SIV strains can circulate within a single farm.

研究分野： ウイルス学

キーワード： 豚インフルエンザウイルス　豚呼吸器複合病　豚サーコウイルス　豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
豚インフルエンザは、豚呼吸器複合病 (PRDC) の原因となるだけでなく、人獣共通感染症でもある。2009年には
パンデミックを引き起こし、現在も養豚場の豚から新たな遺伝子再集合体が分離されている。しかしながら、養
豚場内におけるSIVの感染伝播様式は未だ分かっておらず、豚インフルエンザウイルス(SIV)感染を制御できてい
ない現状がある。本研究では、口腔液を検体とした簡易なSIV分離法を新たに確立し、養豚場内におけるSIVの流
行動態を把握した。さらに、豚の口腔液中に含まれるウイルスおよび細菌の遺伝子量を定量することで、PRDC発
症のリスク評価として口腔液の有用性を検証した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

豚呼吸器複合病 (PRDC) は、ウイルスや細菌など複数の病原体により、豚が呼吸器病を示した

状態を指す。豚の多頭飼養化が進んでいる近年、PRDC による経済被害は養豚業において最も甚

大であり、農場内における感染症制御は喫緊の課題となっている。豚インフルエンザウイルス

(SIV) は、PRDC の主要な原因ウイルスの一つである。SIV は、A 型インフルエンザウイルスに

属し、8 本の分節 RNA をゲノムに持つ。一個体が複数の SIV 株に同時に感染・保有した場合、

遺伝子再集合 により、新たな性状を持つ変異体が出現する。また、豚インフルエンザは人獣共

通感染症であり、2009 年には遺伝子再集合で生じた SIV がパンデミックを引き起こした。その

ため、SIV は動物衛生および公衆衛生の両面において極めて重要な病原体の一つである。現在、

2009 年に出現したパンデミックウイルス (pdm2009) 系統のウイルス株が人および豚で世界的

に流行している。日本国内の豚では、pdm2009 系統の SIV が大部分を占める一方、古典的 SIV 

(H1N2 亜型) および人季節性 SIV (H3N2 亜型) も流行していることが分かっている。しかしなが

ら、農場内で異なる系統の SIV が交互に流行しているのか、もしくは同一系統の SIV が抗原性

を変えながら流行しているのか等、養豚場内における SIV の流行動態は分かっていなかった。 

 

２．研究の目的 

養豚場の豚から SIV を分離し、その遺伝的特性および抗原性を解析することで、養豚場に 

おける SIV 感染流行動態を明らかにすること。 

 

３．研究の方法 

(1) 豚の口腔液からの SIV 分離法の確立 

従来、豚の鼻腔スワブからの SIV 分離が主流であったが、鼻腔スワブを採取する際には保定

が必要なため、豚と農家の方の両者に負担のかかる作業であり、頻繁な検体採取は難しい。そこ

で、採材に負担の小さい口腔液検体からのウイルス分離を試みた。豚舎内にロープを設置すると、

豚はロープを噛んで遊ぶため、口腔液がロープに染み、検体を容易に回収できた。口腔液に赤血

球を混合し、HA の働きにより、赤血球に結合した SIV を濃縮し、培養細胞に接種した。 

 

(2) PRDCの原因となるウイルスの遺伝子解析 

豚口腔液に含まれる SIV、豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス(PRRSV)、および豚サーコウイル

ス 2 型(PCV2)の遺伝子検出を実施した。また、SIV 分離株の各遺伝子分節を PCR 法にて増幅し、

ナノポアシークエンサーFlongle を用いて、塩基配列を決定した。 

 

４．研究成果 

 本研究では、ロープを用いて豚から口腔液を採材する手法を確立した。離乳豚舎における複数

の豚群の口腔液を毎週回収した。さらに、咳やくしゃみの呼吸器症状の臨床スコアを評価し、各

病原体と臨床症状の関連性を調べた。SIV の分離を試みたところ、H1N1 亜型と H1N2 亜型の SIV

がそれぞれ 1 株分離され、2 株の H1N2 亜型の SIV 遺伝子が検出された。咳の臨床スコアが上昇

する直前に SIV 遺伝子が検出されたことから、SIV が早期の呼吸器症状の原因となり得ること

が示唆された。また、PCV2 と PRRSV が口腔液中から検出される前に SIV が検出されたことか



ら、SIV 感染が PRDC の原因ウイルスの感染の発端になっている可能性が示唆された。 
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